ほうろく XV 

あった。 それ を 炮烙で 炒 つてお 八つの 代わりに 食った 

リ した。 それ は 百合の ような 鱗片から 成った 球根で は 

あつたが、 大きさ や 格好 は 今度のと 似た ものであった。 

彼 は その 時分の 事 を いろいろ 思い出し ていた。 焦げた 

百合の 香ばしい におい や 味 も 思い出し たが、 それより 

も それ を炒 つて くれた 宿の 人々 の 顔 やまた それに 付き 

まとうた 淡い ロマンスな ども かなりに はっきりと 思い 

出された。 その 時分の 彼 はたと ぇ少々 の 病気ぐ らいに 

かかっても、 前途の 明るい 希望 を 胸 いっぱいに いだい 

ていた だけに 悲観 もしなければ 別に あせり もしな か つ 

いなか どんよく 

た。 そして 一 年間の 田舎の 生活 をむ しろ 貪欲に 享楽し 



失望の 後に 来る 虚心の 状態に 帰って 考えて みると、 

差出人のお およその 見当 は、 もう 小包 を 手に した 瞬間 

からつ いていた のであった。 郷里に いる 二人の 姉の い 

ずれ かより ほかに、 こういう 物 を 送って 来そう な 先 は 

考えられなかった。 去年の 秋 K 巿の 姉から 寒竹の 子 を 

送って くれた 事、 A 村の 姉から いっか 茶の 実 をよ こし 

た 事な どが 思い出された。 そう 言 えば 前に も 今度と 同 

じょうな 鬱金 木綿の 袋へ 何 かはいつ て 来た 事 も 思い出 

したが、 あいにく それが どちらの 姉だった か 思い出せ 

なかった。 

あて 名の 手跡 は 二人の 姉のと はまる でちが つていた _ 



しかし、 二人ともに そうだが、 ことに K 巿の姉 はよ く 

孫の だれかに 手紙の 上 封な ど を かかせる 事が あるから 

と 思って、 戸棚の 中から 古手 紙の 束 を 出して 来て、 い 

くつ かの 姉の 手紙 を 拾い出して 比べて 見た。 

K 巿の 姉からの あて 名の 手跡の 或る もの は 小包のと 

似て いるよう に 思われた。 たとえば 「東」 の 字 や、 こ 

とに 「様」 のつ くりの 格好が よく 似て いた。 しかし ま 

たよく 見る と 「町」 の 字な ど はかな リ 著しくち がって 

いて、 全く 同人の 手で あると は 断定し にくい ような と 

ころがあった。 一方で A 村の 姉の は ほとんど 自筆で、 

たまに 代筆が あっても 手跡 は 全くち が つていて この ほ 



「ええ. そうです よ。 きっとそう です よ。」 

めんどうくさくな つ た 細君 は 無責任な 同意 を 表し は 

したが、 それでも 堅吉 はいくら か 安心した らしく、 散 

ら かした 手紙 を そろそろ 片付けて いた。 

K 巿の 姉から だとす ると、 一 つ 思い当たる 事が あつ 

た。 彼女が 去年まで 家 を 貸して あった 中学 教師の スィ 

ス 人が 毎年 いろんな 草花 を 作って いた。 半分 は 楽しみ 

であった ろうが 半分 は 内職に している らしい という 事 

であった。 なんでも 草花の 種 や 球根 を 採って は Y 港の 

ある 商館へ 売り込みに 行く らしかった。 その 西洋人が 

去年 シャン ハイへ 転じて 行く 時に、 姉の 貸し 家の 畑へ 



ジァ だよ、 これ は …… 」 と 言って 説明しょう とした。 

それから また 老母の 所へ 行って 植え付け 場所 を 相談し 

たりした。 

翌日に なると はたして はがきが 来た。 球根 は フリ— 

ジァに 相違なかった が、 差出人 は 堅吉の 思い も かけな 

い 人であった。 それ は K 市ではなくて A 村の 姉の 三男 

が 分家して いる 先からで あった。 平生は 年賀状 以外に 

ほとんど 音信 もしない くらいに お 互いに 疎遠で いた 甥 

の 事 は、 堅吉の 頭に どうしても 浮かばなかった ので 

あった。 

しかしこう 事実が わかって みると、 堅 吉の頭 は 休ま 



る 代わりに かえ つ てまた 忙しくなら なければ ならな 

かった。 

第一に は 手跡の 問題であった。 小包の あて 名の 字 は 

甥ら しかった。 それが どうして K 巿の 姉の 手紙の あて 

名 に似てい るかが 不思議であった。 もし K 巿の 姉の 孫 

—— この 姉の むすこ はなくな つていた —— が 手紙の あ 

て 名 を 書いた の だとす ると、 それが どうして これほど 

までよ く、 その子 供の 父の 従弟の に似てい るかが 不思 

議 であった。 しかし A 村の 甥が K 市の 姉すな わち 彼の 

伯母の ために 状袋の あて 名 を 書いて やった という 事 も 

ずいぶん 可能で 蓋然 であるよ うに 思われた。 しかし ふ 



た つ の 手跡 は 似て いると 言いながら 全く 同じで あると 

は 考えに くい 点 もないで はなかった。 

もう 一 つの わからない 事 は、 平生 別に 園芸な ど を 

やって いるら しく もない —— 堅吉に はそう 思われた I 

I 甥が どうして フリ— ジァの 根な ど をよ こした かが 不 

思議に 思われた。 どうも、 この フリ ー ジァの 種 は、 や 

はり K 巿の 姉の ほうから 縁 を 引いた もので はない かと 

思われて しかたがなかった。 夫婦 暮らしで 比較的 閑散 

な 田園 生活 を 送って いる 甥が、 西洋 草花 を 栽培して い 

るの は 自然な 事 だと 思う だけで はなんだ か 物足りない 

ように 思われる のであった。 



延びて 行った。 堅吉 はこの 草の 種 を 絶やさないで おけ 

ば、 いっか は 彼の 「不思議」 を 明らかにする 機会が 来 

るだろう と 思って いる。 しかし それ は —— だれが 知ろ 

、つ。 

自分の 内部の 世界の すみからすみまで を 照らし 尽く 

すよう な 気がしても、 外の 世界と ちょっと でも 接触す 

る 所に は、 もう 無 際限な 永遠の 闇が 始まる、 という 事 

がお ぼろげ ながら も 彼の 頭に 芽 を 出し かけて いた。 

(大正 十 年 一 月、 改造) 
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